


２．栄養塩

TOCは，表層で大きな値がみられたのを除き，年間を

通してあまり大きな変動はみられず,それぞれの層の平

均値（範囲）は，表層1.1（0.6～1.9） ㎎／L，中層0.9（0.

7～1.2）㎎／L，底層0.9（0.7～1.3）㎎／Lとなっていた。

TNは表層0.16（0.08～0.24）㎎／L，中層0.15（0.1～0.

22）㎎／L，底層で0.17（0.1～0.23）㎎／Lで，各層で大

きな濃度差は認められなかった。また各層とも，年間を

通して大きく変動しているものの，明瞭な季節的変化は

認められなかった。
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図2. 湾口域の水深別の水温，塩分，DOの推移

TP は表層で 0.016（0.006～0.027）㎎／L，中層 0.016（0.

008～0.028）㎎／L，底層で 0.021（0.009～0.038）㎎／L

となり，底層で濃度が高い傾向がみられた。濃度変化に

ついては，TN とほぼ同様な変化を示しており，関連性

が示唆された。

関連報文
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図 3．湾口域の水深別の栄養塩濃度の推移


